
3
携帯電話版東京電子自治体共同運営サー
ビスのホームページのＱＲコード 平成29（2017）. 7 . 20

d
d

d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d

　

市
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
や
人
的
資
源

の
中
で
、
市
民
本
位
の
質
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
提
供
し
て
い
く
た

め
、「
小
平
市
第
２
次
行
財
政
再
構
築
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
末
の 
進  
捗 
状
況
は
全　

項

し
ん 
ち
ょ
く

２８

４１

目
の
取
り
組
み
の
う
ち
、
１
項
目
が
「
予

定
以
上
に
進
捗
」、　

項
目
が
「
予
定
ど
お

３５

り
に
進
捗
」、
残
り
５
項
目
が
「
予
定
よ
り

も
遅
れ
て
い
る
」
と
な
り
ま
し
た
。
行
財

政
再
構
築
推
進
委
員
会
の
主
な
意
見
・
助

言
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
詳
し
く
は
、

小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

　

な
お
、
市
で
は
現
在
、
第
２
次
行
財
政

再
構
築
プ
ラ
ン
で
示
さ
れ
た
方
向
性
を
踏

ま
え
、
第
３
次
行
財
政
再
構
築
プ
ラ
ン
の

実
施
に
努
め
て
い
ま
す
。

※
第
３
次
行
財
政
再
構
築
プ
ラ
ン
は
、
市

政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
東

部
・
西
部
出
張
所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
東
部
・

西
部
出
張
所
で
は
、
１
部
２
百　

円
で
販

２０

売
も
し
て
い
ま
す
。

 
怯
脳
活
性
化
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教

室
（
入
門
編
）

と　

き　

８
月　

日
（
水
）　

午
前　

時

３０

１０

～　

時　

分

１１

３０

と
こ
ろ　

小
川
西
町
公
民
館
ホ
ー
ル

対　

象　

市
内
在
住
で
認
知
症
の
診
断
を

受
け
て
い
な
い　

歳
以
上
の
方

６５

定　

員　
　

人
５０

内　

容　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
習
慣
化
し
、

脳
を
活
性
化
す
る
た
め
の
講
話

※
入
門
編
の
受
講
終
了
者
は
、
実
践
編
に

申
し
込
め
ま
す
（
定
員
あ
り
）。

申
込
み　

高
齢
者
支
援
課
地
域
支
援
担
当

へ
（
先
着
順
）
緯　
（
３
４
６
）９
５
３
９

０４２

 
と　

き　

９
月　

日
～　

月　

日
の
月
曜

１１

１１

２７

日
（
祝
日
を
除
く
）　

午
後
２
時
～
４
時

　

全　

回
１０

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
・
健
康
セ
ン
タ
ー

対　

象　

市
内
在
住
で
、
介
護
予
防
の
普

い
き
い
き
認
知
症

予

防

教

室

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー

養

成

講

座

及
啓
発
に
意
欲
が
あ
り
、
地
域
で
活
動
が

で
き
る
方

定　

員　
　

人
２０

内　

容　

介
護
予
防
の
講
話
、
地
域
で
の

活
動
方
法
ほ
か

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
み　

８
月　

日
（
月
）
ま
で
に
、
高

１４

齢
者
支
援
課
地
域
支
援
担
当
へ
緯　

（
３

０４２

４
６
）
９
５
３
９

 
と　

き　

８
月　

日
（
水
）　

午
前　

時

１６

１０

～　

時　

分
、
午
後
１
時
～
３
時　

分

１１

４５

４５

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

対　

象　
　

歳
～　

歳
の
方
（　

歳
以
上

１６

６９

６５

の
方
は
、　

歳
以
降
に
献
血
経
験
の
あ
る

６０

方
に
限
る
）

※
輸
血
を
受
け
る
方
や
、
献
血
す
る
方
の

安
全
の
た
め
、
献
血
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
献
血
カ
ー
ド
・
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

主　

催　

小
平
市
献
血
推
進
協
議
会

問
合
せ　

健
康
セ
ン
タ
ー
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
６
４
１

献
血
に
ご
協
力
を

u
u

u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u
u

問
合
せ　

行
政
経
営
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
７
５
６

 
怯
市
内
在
住
の　

歳
以
上
（
昭
和　

年
３

４０

５３

月　

日
以
前
生
ま
れ
）
の
女
性

３１
と　

き　

９
月
初
旬
～
平
成　

年
２
月　

３０

２８

日
（
水
）

と
こ
ろ　

左
表
の
と
お
り

費　

用　

１
千
円
（
生
活
保
護
受
給
者
は

受
診
時
に
生
活
保
護
受
給
証
明
書
を
医
療

機
関
に
提
出
す
れ
ば
無
料
）

※
国
の
指
針
で
受
診
は
２
年
に
１
回
。

受
診
で
き
な
い
方　

▽
今
年
度
申
込
み
を

乳

が

ん

検

診

（

医

療

機

関

）

し
た

▽
精
密
検
査
を
受
け
て
医
療
機
関
で
治
療

中
ま
た
は
経
過
観
察
中
で
あ
る

▽
申
込
み
後
に
市
外
に
転
出
し
た

▽
妊
娠
中
・
授
乳
中
で
あ
る

内　

容　

問
診
、
視
診
、
触
診
、
乳
房
Ｘ

線
検
査
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

※
国
の
指
針
で
、　

歳
代
の
方
は
二
方

４０

向
、　

歳
以
上
の
方
は
一
方
向
の
撮
影
。

５０

申
込
み　

７
月　

日
（
金
）
ま
で
（
消
印

２８

有
効
）
に
、
は
が
き
に
必
要
事
項
（
右
下

図
参
照
）
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ

（
電
話
不
可
、
先
着
順
）

※
希
望
の
医
療
機
関
を
選
び
、
第
３
希
望

ま
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
健
康
セ
ン
タ
ー
、
東
部
・
西
部
出
張

所
、
動
く
市
役
所
に
置
い
て
あ
る
申
込
用

紙
、
ま
た
は
東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営

サ
ー
ビ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し

込
め
ま
す
（
携
帯
電
話
か
ら
は
紙
面
欄
外

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ア
ク
セ

ス
）。

※
検
診
票
は
８
月
末
ご
ろ
に
発
送
す
る
予

定
で
す
。

※　

歳
以
上　

歳
以
下
の
女
性
の
方
の
乳

３０

３９

が
ん
検
診
は
申
込
み
受
付
中
で
す
。

問
合
せ　

健
康
セ
ン
タ
ー
（
〒　

―
０
０

１８７

４
３　

学
園
東
町
一
丁
目　

番　

号
）
緯

１９

１２

　

（
３
４
６
）
３
７
０
０

０４２
 　

子
ど
も
の
発
達
が
気
に
な
る
保
護
者
の

た
め
に
、
行
動
療
法
を
も
と
に
し
て
子
ど

も
と
の
関
わ
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り

や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

と　

き　

９
月
２
日
・　

日
・　

日
、　

１６

３０

１０

月　

日
、　

月
４
日
・　

日
の
土
曜
日　

１４

１１

２５

ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

連

続

講

座

い
き
い
き
協
働
事
業

午
後
２
時
～
４
時　

全
６
回

と
こ
ろ　

福
祉
会
館

対　

象　

市
内
在
住
の
５
歳
～
８
歳
の
お

子
さ
ん
の
保
護
者

定　

員　
　

人
４０

講　

師　

藤
原
里
美
さ
ん
（
チ
ャ
イ
ル
ド

フ
ッ
ド
・
ラ
ボ
所
長
）

申
込
み　

７
月　

日
（
金
）
か
ら
８
月
５

２１

日
（
土
）
ま
で
（
日
曜
日
を
除
く
）
に
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
未
来
ラ
ボ
へ（
電
話
・

電
子
メ
ー
ル
可
、
先
着
順
）
緯　

（
３
５

０４２

９
）
４
５
８
７
、
死m

ach
ik
ado.m

i
rai.im

otae@
g
m
ail.com

※
手
話
通
訳
な
ど
が
必
要
な
方
は
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
４
０

東京都による救急診療などの相談・案内
救急車を呼ぶべきか迷った場合の
相談・２４時間

＃７１１９（携帯電話、PHS、プッシュ回線から）
０４２（５２１）２３２３（ダイヤル回線から）

東京消防庁救急相談
センター

救急医療機関の案内・２４時間０４２（３４１）０１１９小平消防署
病院・診療所案内

診療中の医療機関の案内・２４時間０３（５２７２）０３０３東京都医療機関案内
サービス（ひまわり）

電 話 番 号所 在 地名 称診 療 時 間日 程

０４２（３４６）３７０６
（左記診療時間内）

学園東町
１－１９－１２
（健康センター内）

小平市医
師会応急
診療所

午前９時～午後５時日曜日、祝日、
年末年始休日応急診療

午後７時３０分～１０時３０分
（受付は１０時１５分まで）

月曜～日曜日
（年中無休）準夜応急診療

※応急診療所の診療科目は内科と小児科です。健康保険証、各種医療費受給者証を忘れずにお持ちください。

休日応急診療・準夜応急診療（内科・小児科）

電 話 番 号所　 在　 地医 療 機 関 名日 程
０４２（３４４）１３０８学園東町２－６－２１大 塚 歯 科 医 院７月２３日（日）
０４２（３４５）５７８９小川東町１－３０－９　２階三浦歯科クリニック７月３０日（日）

※車でお越しの際は、必ずお問い合わせください。また、医療機関は変更になる場合があります。

（診療時間：午前９時～午後５時）休日歯科応急診療医

１．氏名
２．生年月日
３．住所
４．電話番号
５．第一希望医療機関名
６．第二希望医療機関名
７．第三希望医療機関名

乳がん検診申込み

乳がん検診　医療機関
ところ

複十字病院（清瀬市）
一橋病院（小平市）
小金井つるかめクリニック
（小金井市）
桜町病院（小金井市）
※一橋病院はマンモグラフ
ィ撮影後、視触診を別の
日の木曜日に行います。
※桜町病院は火曜・水曜・金
曜日の午後のみ。

乳幼児健診・相談などの日程
問合せ（申込み）　 健康センター　〒１８７－００４３　学園東町一丁目１９番１２号　緯０４２（３４６）３７０１

定員・申込みほか持ち物対　象日　程

当日、会場へ

たんぽぽカード（４
月以降の初回参加時
に配布）、母子健康
手帳（発育の確認を
したい方）

生後４か月～４歳未
満の乳幼児と保護者

８月２日（水）
受付…午前９時３０分～
１０時３０分
東部市民センター

たんぽぽ広場
 （ ）親 と 子 の
健 康 相 談

３～４か月児・１歳６か月児・３歳児健康診査、ＢＣＧ集団予防接種などの案内は個
別に送付しています。転入の方など届いていない場合や受けていない場合はお問い合
わせください。

乳 幼 児 健 診
Ｂ Ｃ Ｇ 接 種

※車での来場はご遠慮ください。

成人健康教室・相談などの日程
問合せ（申込み）　 健康センター　〒１８７－００４３　学園東町一丁目１９番１２号　緯０４２（３４６）３７０１

定員・申込みほか内容・持ち物と　き

定員…４人
事前に問合せ先へ（先着順）

内容…健康診断や人間ドッ
クの結果を基にした、主に生
活習慣病予防に関する個別
相談
持ち物…直近の健診や人間
ドックの結果、健康手帳、参
加カード（お持ちの方）

８月７日（月）
午前の指定する時間

健康づくり相談
（ 保 健 師 ・ 
管理栄養士）

定員…３人
事前に問合せ先へ（先着順）

８月３１日（木）
午後の指定する時間

定員…７５人
８月７日（月）まで（必着）に、
はがきに「計測相談会」と明記
し、住所、氏名、生年月日、電
話番号、保険の種類を記入のう
え、問合せ先へ（申込み多数の場
合は抽選）
※健康センター、東部・西部出張
所、動く市役所に置いてある申
込用紙でも申し込めます。

内容…血管年齢・血圧・骨量・
体組成計による測定、管理栄
養士、保健師、歯科衛生士の
個別相談、自宅でできる簡単
な運動

８月３１日（木）
午後の指定する時間計 測 相 談 会

※会場は健康センター、対象は市内在住の方です。車での来場はご遠慮ください。

第
２
次
行
財

第
２
次
行
財
政政

再
構
築
プ
ラ

再
構
築
プ
ラ
ンン

平
成

年
度
末

　

平
成　

年
度
末
のの

２８２８
進
捗
状

　
　
　
　
 
進  
捗 
状
況況

し
ん 

ち
ょ
く

行財政再構築推進委員会の主な意見・助言
要　旨分　類

第２次行財政再構築プランの成果指標を達成できていないプ
ログラムは、原因を明らかにして新しい取り組みを入れる必
要がある。

第３次行財政
再構築プラン
全般

掲げた成果指標に加え、複眼的に新たな政策目標を積極的に
取り入れてもらいたい。
財政指標の改善と定員の適正管理は、マクロ的な指標で市役
所全体として、絶対にやらないといけない。上位目標として
位置付けてもいいものである。
受益者負担の適正化は、少し負担をしていただくことから始
めてもいいのではないか。

第３次行財政
再構築プラン
の財政

財政基盤の強化において、歳入対策が不足している。
財政指標改善の成果指標における公共施設整備基金の目標値
が２５億円ではとても足りないのではないか。
財政指標の改善は、実施にあたりプログラム全体との整合性
は取れているのか。
固定経費である人件費が基本的に一番大きいので、業務改革
と伴に、もう一度、しっかりと引き締めてプランの中で進め
ていただきたい。

第３次行財政
再構築プラン
の定員の適正
管理

定員の適正化は、行政サービス上、必要であれば前回より増
えても構わないと思うが、財政指標との整合性も議論をする
必要がある。
第２次行財政再構築プランの地域コミュニティの形態や期待
される役割の検討は、防災を全面にだして、自治会などの組
織加入への呼びかけをもっとしていただきたい。その他
第３次行財政再構築プランのPPP/PFIの推進は、委託をす
るだけでなく、もう少し具体的に踏み込んでいただきたい。


